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2を5日間投与L左が1丁)LAK 細胞を移入した.以上

を1ニト一スとし原則として3二トース施行 した.結果は CR

が2例.PRが1例,NCが l例,Ⅰ二'Ⅰ)が1例で, 有効

例は5例中3例でいずれも肺転移巣であった,CR の 1

例が3カ月襖に再び肺転移が出現 したが,同療法を再度

行い PR とな-･lた.今後さらに症例を重ねて検討する

が, 適 切 な 症 例 の 選 択 を 行 え ば 十 分 有 効 な 治 額 法 と考え

ち .

8)勝朕移行 上 皮 癌の増殖能について

よ り-

谷川 健蚤 ･木村 克彦
冨田 善彦 ｡照沼 正博
西山 勉 ｡佐藤昭太郎 (新潟東学泌尿器科)

本山 悌 ･･渡辺 英伸 し Il.Lj 第･滴津臣

E]的 :.勝眺移行上皮癌の組織学的異型度,増殖能と

BrdU取り込LlJ*率,C･---crbB--2癌遺伝子産物が関連 して

いるかどうか免疫組織化学的に検討 した.

対象と方法 :移行上皮癌をこて勝既全摘出を施行された

17症例を対象上した.方法は術前iこ BJ･dL了を済注 して

おき坑 BI･dU ニトノ'7ロ十-,L抗体.坑 ererbB12ボIJ

'7し-ナ--,し抗体を用し､免疫染色;･こて検討 した.

結果十考察 :BrdU取 り込ふ率は組織学的異型度と良

e-erblミ--2癌遺伝子は浸潤部で陽性が多かったが.同 -

異型度内での BrdU取 り込み率との相関は見られず,

増殖能よりは浸潤との関係が考えられた.

9lバル ト))ン牒症3-L711症例

石井美和子 ♯関塚 直人

- ･ ∴ ●' - ∴ 十 一:∫.･)徳永 昭輝

バJL,卜リン腺癌('')発症頻度は外陰癌の約 lOrb′といわft

ている.外陰癌の発症頻度が婦人性器癌の約2-4OOて

あるから,バル トリン腺癌はかなりまれな疾患である,

今回,性器出血を契機に発見されたバ′L卜りン腺癌の

-症例を経験 した.症例は42歳,先ず術前化学療法とし

て CA'p療法 (.CPA,THP.CDI)P)を2コース施行

した後,手術療法を施行 し,現在術後化学療法 (Cf)nP

単独)を施行してし､る.バルト】ン腺癌の症例数が少な

いこともあり,化学療法にも苦慮 しているが.貴重な症

例を経験 しノたので,若干の文献的考察を加え報告する.

235

10)進行作成路上皮帖 こ対する h.-Iet′hotrexate/

5-Fluorouraci1時問差投1-5･.Doxorubicin,

C遠pl段もinを用いた多剤併用療法の効果
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削 浩忠 (豊品 気 嚢 病院)

進行尿路_l戒 癒患者で評価対象病変のある患者18例を

対象に Bi(xIhemicalmodulat.ion の概念を取 り入れた

Methoけexate.･･51Fluoroumeil時間差投与,Doxonlbiein,

Cist)lこItill多剤併用療法を行った.奏功度では CR 5

例27.8%,PR 7例38.90-.,NC 6例33.3,%であっ

た,投与.量 1009,6例では奏効率75.%'と高率であ一､た.rミi什

ehemicalmodulatorである dipyridamole(I_)P)使FH

例では奏効に対する効果増強作用が考え!､'れた.副作用

は給血.白血球減′い.血小板減'か.悪心,噛吐,下軌

脱 E･,呼吸器障害,Lj内炎左どであった.1tLによ･-7に.

MFAI〕療法は進行性尿路上皮癌に対 していままで報告

されている療法以上に有周な化学療法と思われる.

ll)偶然に発見された腎細胞癌

''i..∴ ∴ 一' - ∴ .∴ 一∴ ∴

新妻 伸二 ( 同 放射線科)

新潟がん救ソタ-においでは,自覚症状を伴わず鶴鷹

に発見さJlた腎細胞癌を1984年に最初に紹介されて以

莱,⊥12例を経験 した.最近では偶発癌LIO%､症快癒6000

の比率である.うち.14例は他臓器疾患検査中の偶然発

見で.ほとんどが CT によるものであった.また,他

の28例は検診で発見され結合されたもので,大多数は胸

部二1∴--スケり一･-二ンブが発見契機であった.偶発癌で

は腫壕iこ腎内に限局 している Rot方OnStagelが8こ】∴i

/o/drであるのに対 し､症候癌では4Ll.6.070にすぎず,逆iこ

転移を伴う Robson4Ⅰ.3は偶発癌で 11.9%と′打亡く.

症候癌で33.7%Fであった.腫垢径の比較でも偶発癌は

有意をこ小さな睡番が多か1た.5年生存率;･土偶発癌で75.1

±15,6,Od(特に検診発見癌では91.5±5.8_0,6pl,症候癌

で53,9±6.8と有意差が認められた.偶発癌では蒋血尿

が見らJlなかった例が多く,また,腎孟撮影で変化が出

現 Lない小さな腫藤ではエコー---を行わ加 ナ九は見逃され
るので,エ:1-検査の意義は極めて大きい.


